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1 は じ め に            表 1 カテゴリ数量

近年農産物の直売が活発に行われており,県内でも様々
な活動をしている直売組織がみられる。特に仙台市近郊地
域については,東北最大のマーケットが近接していること
などから直売活動にとって有利な条件下にあり,一層活発
になることが考えられる。この地域において,直売組織の
代表者に直売活動の内容や今後の意向について聞き取り調
査を行らた結果,直売組織の構成メンパーは 1～27戸 (平
均 9戸)で,特に「共同直売所型」組織では平均13戸と比
較的多数の生産者が参加していた。また,運営主体が行政
や JAである場合の方が,生産者が運営している組織より
も参加者が多くなる傾向があった。直売活動において組織
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分の直売活動に対する自己評価等をアンケートすることに
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とした直売活動のタイプの分類を試みた。

2 調査対象及び方法
アンケート調査は,仙台市近郊地域 (仙台市,名取市 ,

多賀城市,岩沼市,富谷町,七 ケ浜町の 7市町)で直売活
動を主体的に行っている生産者262名 を対象に,1999年 12
月から翌年 1月 に実施し回収した(回収数190名 ,回収率
737,イ )。

3 試験結果及び考察
(1)直売活動タイプの分類
アンケート項目のうち表 1の 13項目について,数量化 lll
類を用いて分析し,1,2軸を用い座標に示した (図 1)。
1軸 (横軸)では,左の方向に直売への取り組み姿勢に積
極性が見られ,右方向には取り組み姿勢が比較的受け身な
意味を持つ項目が位置した。したがって,1軸 は『直売活
動への参加姿勢」を示していると意味づけされ,左にいく
ほど参加姿勢が積極的で自己評価が高いと考えられた。
一方 2軸 (縦軸)ιま,下方向に直売による収人の増加に対
する期待が現れており,上方向にやりがいや直売活動をす
ること自体に意義を持ち,規模拡大については消極的な姿
勢を示す項目が位置した。したがって,2軸 は F収入に対
する期待度』を示していると意味づけされ,下方向にいく
に従って直売の収入に対する期待が強いと考えられた。 1
軸と2軸から得られた生産者のサンプル数量の値をプロッ
トし,その値からクラスター分析を行ったところ, 4つ の
グループに分類された (図 2)。
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図 1 カテゴリーの分布図

2)農業経営から見たタイプ別生産者の特徴
タイプごとに回答者の年齢と性別を比較すると,全体で
は男性417%.女性54%であったが,タ イプ 2で は男性が
517%と 多く,タ イプ3では女性力も96%と割合が高くなっ
ていた。また,タ イプ別の年齢構成については,30代のほ
とんどがタイプ2に属していて各年代とも比較的均等に分
布していたが,タ イプ4は 60代以上の割合が 7割以上で比
較的高齢な人が多い傾向が見られた。
「どのような販売形態で直売をしているか」という設問
については,「朝市夕市型Jが最も多く,次 いで「共同直
売所型Jと なっており,こ の傾向はどのタイプでも同様の
傾向であった。しかし,「 1人あたりいくつの方法で直売
をしているのか」については,タ イプ 2が もっとも多 く
19,タ イプ3が少なく15と なり,タ イプ 2が直売の販売
チャネルを多く持っていることがわかった。
次に,農業収入の中に占める直売の割合を比較すると,
タイプ2は50%以上を占めていると回答する人が多いのに
対し,タ イプ3と タイプ4は 10%未満がもっとも多く7割
以上となっており,農業収入における直売の割合力泄 くなっ
ていることが分かった。
直売の経験年数は,タ イプ2と タイプ4で 5年以上の割
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表 2 直売による気持ちの変化 (当てはまるものすべてに回答)

%‐回答数/該当するタイプに含まれる人 *100

図2 クラスター分析による生産者のグループ分け

合が 7割以上で比較的活動が長いが,タ イプ3については
3年未満が半数以上の経験の浅い人が多いという傾向が見
られた。

直売する農産物の生産基盤となる施設面積を比較すると,
タイプ4では半分以上が「なしJと答え,ま た400坪以上
の施設を所有する人はいなかった。
(31 意識の変化から見たタイプ別生産者の特徴
直売活動による農業や生活に対する意識の変化ついて調
査をしたところ,「直売を始めてから気持ちに変化があっ

たか ?Jと いう設間に対して,「かなりあった」が83人 ,

「少しあった」が83人 ,「変化なしJが 16人 ,「わからな tヽ」
が 7人 と回答し,全体の878%の 回答者が「変化があった」
と感じていた。
また,「気持ちに変化があった」と回答した人に対 して ,

「その変化とはどのようなものか ?Jと いう問いについて
複数回答で調べた。その結果,タ イプ別に関わらず「多く
の出会いや情報に接し視野が広くなったJ「消費者の喜ぶ

顔を見るのがうれしい」「販売することの楽しさを感 じて
いるJなど,プラスの変化をあげる人が多く延べ618人 で
あったが,「収入が増えゆとりがでてきたJの回答は少な
かった。一方,「 層多忙になり時間的ゆとりを感じないJ
「労働に見合った報酬が無く経済的なメリットを感じない」

「他の人との関わりが増え煩わしいことが多くなったJな
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以上の結果からタイプごとの特徴を整理した。
タイプ1-「やりがい重視の積極型」自発的。収入よりも

やりが 、ヽ 現状に満足しており,現状維持で取
り組む意向あり。このタイプが最も多く,直売
について充実感を感じている。

タイプ2-「収入重視の積極型」有利販売,消費者交流等
目的意識が高い。直売は農業経営の一部。規模
拡大の   意向大。男性が多く,経験も長い。

タイプ3…「収入重視の消極型」収入等現状に満足してい
ない。受動的。女性カラ く経験は浅く,直売チャ
ネルも少ない。

タイブ4…「やりがい重視の消極型J収入に対する期待は
少。参加姿勢も消極的。高齢者が多く経験が長
いが,収入に占める害1合 は低い。施設栽培導入
も消極的。

直売組織の代表者への聞き取り調査では経緯や規模,運
営体制,売上額など組織の全体的な状況を把握するための
情報が得られた。しかし,上記のような4タ イプの生産者
が混在して参加しているため,特に組織の規模が大きくな
るほど,生産の現状や抱えている問題点を踏まえた今後の
活動の方向を明確に示すことは困難になる。したがって ,
生産者のタイプを見極め,これを踏まえた支援策や取り組
み方の検討の必要性や,新たに直売グループを組織化する
際にはメンバーのタイプを考慮した構成などにも留意すべ

きであるといえよう。
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